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本研究では、モデルプラントによる評価手法･モデル開発を通じ、レベル 1PRA からレベル 2PRA までの一

貫した津波 PRA の技術基盤を整備する。その 14 では、実機を対象としたレベル 2 津波 PRA の評価の概要に

ついて報告する。 
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1. 緒言 

本研究では、現実的な津波 PRA を実施するためにハザード評価及びフラジリティ評価手法の高度化が進め

られてきた[1][2]。これと並行して事故シーケンス評価においても、これらの高度化項目を取り込むとともに、

津波条件下での人間行動を考慮した現実的なシナリオに基づいてモデルプラント評価を実施してきた[3]。レ

ベル 2PRA においても、これらに対応した評価モデルを構築する必要がある。 

2. レベル 2 津波 PRA 評価の概要 

2-1. 放出カテゴリの分類 

評価レベル間の整合性の確保を念頭に、レベル 1PRA からレベル 1.5PRA にて構築した、内的事象 PRA と

整合し、かつ津波による事故シナリオを統合的に取り扱える事故シーケンス評価モデルを用い、終状態を放

出カテゴリとした格納容器機能喪失頻度（CFF）の定量化を行うこととした。また、放出カテゴリは学会標準

に準拠し、ソースタームの放出形態を考慮して分類した。 

2-2. 代表事故シーケンスの選定 

ソースターム評価における放出カテゴリごとの代表シーケンスの選定については、放出カテゴリごとの

CFF 定量化結果に含まれるカットセットを分析することで、主要な事故シーケンスを選定することとした。 

2-3. ソースターム評価 

ソースターム評価では、シビアアクシデント解析コード MAAP5.04 を用いることとし、津波 PRA 特有の現

象を取り扱うことが可能なように解析モデルを構築することとした。 

3. 結論 

本報告は、レベル 2 津波 PRA の実施を通じて整備された技術基盤の適用事例及び実施例を示すものであ

り、今後の安全性向上の取組みに資することが期待される。 
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